
 
 

▽
５
月
10
日
の
組
合
・
支
部
の
両
総
会
大
変
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。
本
年
度
も
砕
石
の
安
定
供

給
と
労
働
安
全
対
策
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
皆

様
の
協
力
の
下
、
理
事
一
同
勉
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
▽
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
５
月
11
日
～
20
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
こ
の
運
動
期
間
、
大
変
に
痛
ま
し
い
事
故

も
在
り
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
も
気

の
毒
で
す
が
、
特
に
子
供
が
一
方
的
に
犠
牲
に

な
る
の
は
、
何
と
も
言
い
難
い
も
の
が
有
り
ま

す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
ご
家
族
の
心
中
は
、
い

か
ば
か
り
の
も
の
か
。
心
よ
り
お
悔
や
み
を
申

し
上
げ
た
い
。
▽
高
齢
者
運
転
の
事
故
も
多
発

し
て
い
る
。
北
海
道
管
内
の
75
歳
以
上
の
免
許

保
有
数
は
、
18
年
末
に
2
万

9
7
8

人
と
過
去

10
年
間
で
約
6
割
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
一
方
で
自
主
返
納
の
傾
向
も
顕
著
で
あ
り

増
加
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
勇
気
あ
る
決
断
に

敬
意
を
称
し
た
い
。
▽
中
々
自
分
で
自
分
の
限

界
を
決
め
る
事
は
容
易
な
事
で
は
な
い
と
思

う
。
自
分
の
親
と
も
よ
く
口
喧
嘩
を
し
た
。
果

た
し
て
、
自
分
の
時
は
決
断
出
来
る
だ
ろ
う
か
。

子
供
に
言
わ
れ
た
ら
、
う
る
せ
ぇ
こ
の
。 

と
で
も
言
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
こ
の
素

直
な
性
格
が
10
年
後
は
変
化
す
る
の
が
恐
ろ

し
い
。 

      

(一社)
日
本
砕
石
協
会
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

①
令
和
元
年
度
定
時
通
常
総
会 

 

6
月
6
日
（木
）
13
時
～
19
時 

 

東
京
・京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

②
第
30
回
理
事
会 

 

①
と
同
日
同
場
所
に
終
了
後
開
催 

 

③
お
知
ら
せ 

⑴
２
０
１
９
年
度
砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム 

札
幌
に
つ
い
て
の
内
容
等 

 

北
海
道
札
幌
に
て
10
月
16
・
17
・
18
日
開
催 

 

会
場
…
北
海
道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

か
で
る
2.7 

大
ホ
ー
ル 

⑵
砕
石
事
業
の
広
報
活
動
に
つ
い
て 

 
(一社)
日
本
砕
石
協
会
本
部
は
、
砕
石
業
を
広
く 

 

理
解
し
て
貰
う
一
環
と
し
て
従
前
よ
り
様
々

な
か
た
ち
で
広
報
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
昨
年
末
よ
りY

o
uT

ube

に
て
砕
石

業
に
使
わ
れ
る
重
機
や
破
砕
機
等
の
紹
介
を

兼
ね
て
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。
是
非
御

覧
、
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
上
部
に
赤
い
文
字
で

Y
o
u
T
u
be

と
あ
り
ま
す
。 

  

 (一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

◎
地
方
本
部
・連
合
会
の
総
会
開
催 

5
月
22
日
札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル 

 

13
時
～
北
海
道
砕
石
未
来
研
究
会
総
会 

14
時
～
北
海
道
国
有
林
採
石
協
会
総
会 

15
時
～
北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

16
時
～
一社
日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部 

17
時
30
分
～
合
同
懇
親
会 

 

総
会
に
於
い
て
は
、
各
団
体
寝
て
い
る
の
か
と 

思
わ
れ
る
く
ら
い
静
か
に
満
場
一
致
で
終
了 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・協
会
動
向 

①
5
月
10
日
組
合
・
支
部
の
両
総
会 

16
時
30
分
～
第
46
期
令
和
元
年
度 

 
 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
総
会 

17
時
30
分
～
第
50
期
令
和
元
年
度 

 

 (一社)
日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部 

 
 

 

函
館
支
部
総
会 

竹
葉
新
葉
亭
に
て
実
施
致
し
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
、
忙
し
い
最
中
、
ご
参
加
頂
き
誠
に 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
、
来
賓
と
し
て

渡
島
総
合
振
興
局
商
工
労
働
観
光
課 

横
山
課
長
様
・ 

本
田
指
導
保
安
係
長
様
が 

 

来
賓
と
し
て
参
列
し
て
頂
き
、
丁
重
な
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。 

横
山
課
長
様
か
ら
は
道
南
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
欠
く
事
の
出
来
な
い
骨
材
の
安
定
供
給
と
労

働
安
全
対
策
ま
た
、
新
た
な
働
き
方
改
革
等
の

対
応
に
つ
い
て
、
努
力
し
行
く
事
と
地
域
に
密
着

し
た
事
業
の
構
築
を
目
指
す
旨
の
御
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。  

令
和
元
年
も
新
た
な
事
業
計
画
の
中
で 

⑴
緑
化
保
証
事
業 

⑵
福
利
厚
生
事
業 

⑶
労
働
災
害
の
防
止
事
業 

⑷
関
係
官
公
庁
に
対
す
る
陳
情
・ 

要
請
及
び 

 

意
見
交
換
を
初
め
と
す
る
、
そ
の
他
の
事
業
に

対
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

本
年
度
も
理
事
・事
務
局
一
同
頑
張
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

こ
の
度
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
様
の
移
動
に
よ
り

峩
朗
鉱
業
所 

鉱
業
課
長 

中
川 

雅
央 

様 

資
源
営
業
部
函
館
エ
リ
ア
MG 

関 

正
治 

様 

が
新
た
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。 

 

…
か
な
り
酒
強
そ
う
で
す
。
で
も
切
れ
味
が

良
い
方
々
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

二
次
会
手
配
の
村
上
理
事
に
は
、
い
つ
も
良
い

店
を
手
配
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

       

お
知
ら
せ 

⑴
一
月
号
に
て
、
北
海
道
砕
石
未
来
研
究
会
に

つ
い
て
そ
の
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

7
月
２
３
・
２
４
日
、
道
南
の
砕
石
場
を
見
学

し
た
い
と
の
事
で
依
頼
が
口
頭
で
有
り
、
そ
の

際
、
当
会
の
会
員
と
懇
談
を
兼
ね
て
懇
親
会

を
函
館
市
内
に
て
設
け
て
、
道
南
の
現
状
と

課
題
を
教
え
て
頂
き
た
い
旨
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。
正
式
な
依
頼
が
入
り
次
第
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。 

⑵
総
会
の
際
に
お
諮
り
し
た
、
関
係
諸
団
体
と

の
連
絡
協
調
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
希
望
が
有
れ
ば
教
え
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

事
務
局
よ
り 

◎
朝
夕
と
日
中
の
気
温
差
が
激
し
く
全
国
的
に

も
五
月
で
は
記
録
的
な
高
温
が
出
て
お
り
ま

す
。
従
業
員
の
方
々
の
熱
中
症
対
策
を
心
が

け
て
安
全
操
業
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 


